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今
金
音
頭
踊
り
パ
レ
ー
ド
を
始
め

二
十
、

安
部
町
長
談

待
望
の
、
今
童
縞
は
源
植
原

野
白
中
心
沃
野
宜
南
北
に
結

び
、
道
南
由
最
大
楕
と
し
て

そ
の
美
観
主
凝
し
、
抽
凪
功
を

見
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は

住
民
各
位
の
等
し
〈
感
法
隆 記

念

行

事

計
九
一
回
三
日
間
盛
大

に
奉
行

和

三

十

三

年

倉

工

以
来

、

道

南

最

大

を

誇

る

今

金

橋

永

久

橋

二

七

四

M
の
架
設
工
事
は
昭

二

年

有
余

白
歳

月

と

、

豆

額

の

工

事

己

の

慶

び

を
記

念

し

て

、

九
月

十

九

日

よ
り
同
二
十
一

日
ま
で

の

三
日

間
、

今

金

八

幡

神

社

祭

を

中

心

に

、

盛

大

な

祝

賀

行

事

を

催

し

ま

す

。

二
十
一

日
は
列
車

の

増

発

、

バ

ス

の

臨

時

又
、

今

金
橋

竣

功

に

あ

た
り
こ
の
慶

び

貨
を
投
じ
て
と
の
程
竣
功
い
た
し
ま
す
。

-R原白
不
明
白
島閣
内
刀
あ
り
、

と
〈
巴
抱
い
た
り
勧
か
し
た
り

す
る
ζ

と
を
い
や
が
る
よ
う
な

時
に
は
診
衝
を
受
け
る
こ
と
.

*
綿
後
四
安
静
が
ま
ひ
白
程
度

を
非
常
巴
左
右
し
ま
す
か
ら
、

発
病

の
組
合
な
る
べ
く
安
静

民
す
る
こ
と
.

伝
手
指
か
ら
伝
殺
す
る
ζ

と
が

て、

輸
送
力
の
倍
増
が
必
一大
変
多
い
と
き
れ
て
屠
り
ま
す

然
の
目
的
で
あ
っ

て
、
ま
↑か
ら
用
便
後
.
企
事
前
、
調
理

た
、
-
朝
災
害
時
に
お
け
一白
前
な
ど
庄
は
手
洗
を
励
行
L

る
、
利
別
川
横
断
交
通
は
一ま
し
ょ
う
・

ま
速
に
・
そ
の
保
全
生
謹
一な
お
、
逆
性
石
け
ん
金
使
用
す

ら
れ
る
震
で
あ

η
ま
す
.
一
る
こ

L

滋

ι本
車
久
居
建
駐
に
つ

一ま
す
.
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稼
Vこ

語
り
ま
し
1~ 。

い
宅
開
発
庁
以
下
、
関
係
各
-

機
関
当
局
白
鶴
理
解
由
も
と

に、

速
や
か
な
御
総
髭
を
賜

っ
た
結
果
に
因
る
も
占
で
、

衷
心
よ
り
敬
意
止
表
し
、
併

せ

τ、
現
在
大
規
慢
に
実
施

を
認
め
ら
れ
て
い
る
‘
箇
宮

、
道
賓
の
開
発
が
、
道
路
構

果
鋼
、
土
地
改
良
、
最
峠
辺

、
及
び
治
山
治
水
色
建
詮
と

以
下
各
般
の
事
業
の
消
化
に

つ
い
て
、
町
民
由
、
将
来
一

zm
の
団
結
と
.
増
産
意
欲
田

向
上
E
最
暑
の
聾
力
量
尽
き

ん
事
を
当
局
医
誓
う
も
白
で

あ
り
ま
す

よ

る
、
処
で
あ
り
ま
す
.

抑
々
本
横
田
.
最
大
使
命
は

既
に
起
工
当
時
に
、

町
民
各

位
白
訴
え
白
酒
り
間開
発
の
爵

き
は
、
本
町
D
発
展

ι尽
す

は
も
と
よ
り
.
地
下
資
諒
路

発
、
各
産
業
の
開
発
と
使
つ

に物九
は月
先小中
ず児1孟
手まゆ
ill:ひだ
予ん
防護

t
ェ
5
3



点、

i
h

E

S--
E
F
F包
経
路
酎
i

昭

和

三

十

五

千

葉

自

信

珂

民

話

相

γ
府
内
U
UM
n

v
問ヰ
白
日間
…日間
込
山持
1
一川
刊訂
純
一比一一
味。恥一

a

A

A

〉
」

詞

同

-
H

銭
M

与

え

が

自

己

書

道

国

一を
話
回
H

亡
突
貫
工
事
中
で
す
・一

但
し
呂
名
馬
は
明
年
度
中
に
一
次
い

で
、
永
い
問
助
役
の
欠
一報
も
し
な
い
、
全
町
民
足
立

一

f
ヰ

寸

業

競

妥

結

蓮

忘

れ

わ
む
刊
誌
一語
絞
り
刊
行
若
一日

目

立

持

一

完

結

万

三

国
選
事
業
費
二
億
五
千
万
円
tγ
導
入
z

百
お
引
明
日は什
w
r
q
p
許
税
制日税
制
恥
訪
れ
百
…H
U
一
官
民
山富
良
叫
十
日
一
日
誌
は
符
沼
恒

町
宮内
司
み
な
さ
ま、

Ae
』

Z
C
一立
の
方
針
で
詔
座
い
ま
す
。

一
宅
入
戸
、
ヱ
費
二
百
四
十
万
円
一の
工
事
は
近
目
、
出
彊
詰
所
由
一
豆
込
で
あ
り耐甲占
有毒
げ
て
白
混
一就
任
し

ま

し

た

。

一

指
導

ta騒
い
設
し
麗
〈
.
葱
一

作
柄
は
、
何
時
ち
の
よ
う
に
一
時
一
以
上
の
好
成
績
を
得
た
こ
と
一今
金
市
街
略
団
地
に
今
金
町
庄
一
連
設
と
共
に
、
札
寝
佐
々
木
建
一
置
を
表
す
る
と
斉
に
感
謝
の
諸
一
当
人
は
実
に
aH
乏
に
し
て
寅一

t
A
返
上
半
期
の
町
設
に

つ
い
一

付
賓
の
季
誌
は
天
侯
白
一小
頃
純
一
は
迂
年
続
き
ま
し
た
豊
作
に
よ
一司
笹
に
よ
り
工
事
進
行
中
で
十
一
設
に
惇
札
理
ヱ
白
運
び
に
な
っ

一行
事
も
盛
大
に
行
い
た
い
と
存
一任
感
白
強
い
、
真一
E
E
な
人
柄
一
て
三
要
部
分
世
窃
報
告
い
た
し
一

き
で
耐掛
か
憂
揺
さ
れ
ま
し
た
が
一
る
恩
恵
と
は
存
じ
ま
す
が
.
平
一
一
月
巴
綾
功
白
予
定
.

一て
居
り
ま
す
.

一じ
ま
す
の
で
司
叡
協
力
下
さ
い

一な
町
で
小
識
の
E
噴
の
軍
一
所
生
一ま
す
.

一

七
月
上
旬
か
ら
順
調
な
塁

王

寺

霊

2
2意
欲
向
上
一

喝
利
河

t
花
石
関
心
川
向
い

一

議

川

J44割
到

一ま
す
よ
う
、
蓄

量

し
ま
す

す

言

語

る
女
房
役
と

し

て

一

一

恵
ま
れ
.
最
近
で
は
宝
〈
串
任
巴
字
句
嗣
説
組
合
組
織
b
軍
一週
路
延
毘
工
事
二
平
五
百
米
を
一

ム
工
事
は
‘
桧
山
支
庁
の
直
営
一

次
乙
地
方
住
跨
の
斉
し
く
浪
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
l
ll
l

l
i

l

i

i

一

し
実
り
也
状
況
問
、

2
5一々
増
加
し
て
、
各
方
面
の

室

一第
一
区
と
し
て

-S北
陽
会
ア
事

と
し
て
工

喜

喜

高

一周
さ
せ
ら
札
た
、
言

語

去

一

‘

:

ド

品

本
牢
は
国
語

雲

行
な
わ
れ
一

上
回
る
自民仔
な
或
揖
別
で
あ
り
三
輔
の
下
に
協
力
関
っ
た
賜
と
叩
由
一社
に
工
法
一
千
六
拾
四
一刀
で
、
一九
月
申
旬
着
工
の
見
込
で
あ
り
一パ
ス
切
傾
向
叫
亀

4

T究
当
時
一
住

民

い
町

主

制

批

る

寧
で
す
・

一

-
と
は

4
3丹
荷

2
一
揖
し
て
お
り
ま
す
・

一同
じ
ど
第
一
一
区
号
、
雲

市

一ま
す
。

一な
じ
め
地
元

z
i謀

ヨ
白

ー

オ

主

忌

今
回
心
謂
置
は
ず
牢
厚
巴
行
な
一

塁

と

き

‘

2
の
病
害
虫
と
一

で
ほ
‘
き

き

ま

る

昭一
平
話
設
に
ヱ
費
八
百
一
一
倍
八
一

待
望
都
市
計

密

主

主

互

扶

支

社
に
於
℃
出
・
言

語

一

年

-

:

生

買

わ
れ
る
大
規
篠
山
調
査

Z
ム

民
間
訪
れ
は
は
ぷ
一
目
立
!
日
竹内
町
長
鉱
山
川
村
町落
札十月白一削
れい
刊
誌
狂
的
日
一
日
誌
笹
山
間
程
一

五

周

斉

肘H
M
詰

詰
目
白
一

'?
で
管
理
に
号
令
室

、
ぉ
一

2
2
2、
会

事

。

互

作

語

、
村

議

室

度

分

一言

語

技

工

事

は

明
年
度
宗
一升
了
家
せ
ら
れ・

3
2と
十

三
日

.4

1

い
た
し
ま

す

・

一

訴
り
い
た
し
ま
す

。

一

一
回
、
二
醤
合
計
ナ
四
戸
の
内
-
口
六
百
5
円
，
函
館
良
川
程
に
一塁
存
時

七

=戸
田
完
了
と
共
に
一な
い
旨
文
書
色
則
っ

て
同
答
品
一
回

二

一

罰
査
用
日

一

5
・

EHag
故
に
つ
い一
今

主
市
街
栄
町

E
E十
戸
、
一落
札
一ニ
ム
六
年
度
白
ニ
ケ
年
で
一
引
続
き
三
十
七
年
Z
0
・
崎
日謹
一り
ま
し
た
・

一
三

'Lr
帯

主

描
嫡
調
査

九

月
二
十
盟
信
一

て
替
の
町
司
怨
践
告
に
於
て
理一
西
川
市
街
に
四
戸
、
母
工
警
九
一完
成
し
ま
ず

・

一古巾
員
ニ
十
二
米
、
廷
毘
一
干
山車主v木三AA一
只
本
坦
寝
川
は
拘
削
縄嶋
貨民
は
支
出
一

凶
閉
T石
~
」
回
は
陪
-

本
謁
査

+

月

-
日

一

吋列問の
胡環胃喜出告吉

Eをtドだ
tし
ま

tし

5
一EE

そ
の

2陸と
占
辛
主

z何甥?胡Zまで
丹
径
過
芝
に

一程
に
墓
札

.
I二手
ヤ
日
是
竣

Z詩乏一E畏雪一=三-ニ一音百
夏八
治主来
、
工
捷
二ミ百己早十工
一支
変
霊申定苦
4幸中
、
又
先

2内自ロ
束
、
道警引

2厚畏主一百明丹
?2

円

22と主一云寺耳守うう
一赤
宇

3か況
芸
状
乙
あ
り
一

1

A

立

氏
名
、
語

、
生
年
月
日
、
一

つ
い
て
、

5
2明
し
た
い
す
予
定

3
2
調再
2
一万
可
は
札
場
面
建
設
に
落
札
一市
計
画
課
、
雪

之

本

塁

-4
1
1・
地

寄

付

と
し
て一

月

読

当

年

:

一
年
前
申
帯
電
・
敦
賀
一

と
存
じ

ま

す

。

一

時

書

第

五

号

室

町
配
分
一八
月
末
に
竣
功
し
、

B
N
華

↓よ

り

夫

よ
宮
が
来
町
、
調
査
一
合
理
的
運
営

2
2惜
し
ま一

0

鼠
E

0

4』

配
偶
白
羽
係
、
結
婚
年
三
一

余

持
あ

る

財

政

三
十

四

一

昔

主

主

ま
し
た
が

-E
一分

苦

言

章

一票

管

九

一を
し
て
唐
り
ま
す
・

一
点
旨
公

約

し

長
;

し
た
の

7
I
F
-
-訟
手

供
。
散
、
説
草
色
状
態
、

一

年
度
立
は
黒
字卒素
一持
活
m
u
日
目
立
一H
K
m
m
川町
ド一M
MT
M
M
一では
V

日
時
ぷ
間
近
代
-
AM
担問
射能
川十

l
l
lJ
1
JH
問
日
凶
同
で
す
一

町

長

の

関

心

と

注

意

を

一

言

語

、
雪

量

亙
び
一匹
竣
工
し
ま
す
・

一六

f
T
E雪
-

言

語
一貨
客
増
大
言
す

れ

る

喜

一

交

道

事

故

は

一

づ
勺
れ
け
明日
日
笠
滝
川
刊
誌
可
制
M

監
し
閥
均
叫
1

問問詔
一日
刊
誌
刊
持
品
川
向
山一
J
託
訪
れ
軍
事
実と
一

気
の
-
ゆ
か
み
か
ら
一

人
九44
4
5持
で
、
現
刊
誌
報
人
一け
人
月
一
一
γ
六
日
、
江
差
問
問
一g
t於
て
七
月
二
十
七
日
入
札
一清
を
重
ね
て
お

つ
ま
す・

一し
て
認
に
苦
手
白
も
の
二
世
二

一

咽
相
三
十
四
年
串
に
道
内
で
一@
死
ん
だ
人

一

二
四
百
一
ワ
三
千
円
に
対
し
、
車
一
組
に
三
官
二
十
入
万
円
で
事
札
一を
持
り
九
月
末
足
羽
予
定
・

一

也
叫
4
dリ
対
一
広
町
i

~

刊
簡
易
一千
万
余
・
今
唖
年
度
来
ま
で
の

一起
き
た
交
通
申
告
政
は
次
刀
畠
り
一

五
七
三
人

人
前耳目
制
口
九
千
七
百
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配
付
し
ま
し
た
か
ら
、
必
ず
鰻
一
♂
ま
し
て
下
さ
い
.

E
U
e

汚
し
て
、
担
腹
自
掃
除
を
し
て

5
宥
気
や・

ケ
ガ
で
医
療
援
憶

宮

下

さ

い

・

-E
揖
る
場
合
は
、
必
ず
護
保
険

R
J
 

(

@

白

川

司

被

保

険

者

に

異

動

{

伝
一
者
証
を
、
受
付
え
提
出
し
て
下

問

入

・
転
出
、
山
塁
、
死
亡
・
モ
一さ
い
g

技
保
山
損
害
涯
を
提
出
し

百

-

の

他

)

が

生

じ

た

場

合

は

、

十

一な
い
た
め
‘

慣
行
料
金

(軍
節

目

@
一
年
串
で
却す
阜
の
一
番
多
い

一緒
的
問
韓
国
田
中
へ
入
つ

τ
『
タ
ン

一目
以
内
に、

被
保
没
者
径
と
、
一会
で
決
申
た
骨
量
で

-
B
で
決

Hm
に
な
り
ま
し
た
@

一ノ
ウ
炎
一

阜
、
虫
揮
突
起
に
人
つ

一忠
鑑
を
搾
っ
て
畠
出
し
て
下
さ
一
め
た
料
金
よ
り
高
い
)
を
徴
投

開

討
虫
D
性
可
ま
ど
ん
な
処
で
一
て

2
4鼠
炎」

を
起
し
た
円
い
一い
・
こ
れ
専
日
現
動
は
、
保
検
一
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
・
又

も
動
一
去
、
回
り
上
れ
か
ら
、
時
匡一
た
L
i
t

一積

雪

塁

、
国
軍
需
掛
主

2
1↑
医
受
貨
の
請
求
、
支
払

き
言

語

大

変
な
軍
症
と
な
り
生
命
に
か
一
町
で
は
国
主
主
の

一
環
乙
一
付
算
定
に
も
関
係
あ
り
ま
す
由
一
非
常
に
支
一
揮
を
来
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.
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踊
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レ
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.
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